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イントロダクション

アルテラのMAX+PLUS® II のソフトウェアはシノプシス社のFPGA Expressソフトウェアの
ようなサード・パーティの EDA ツールと簡単にインタフェースすることができます。
MAX+PLUS II と共に、シノプシスのFPGA Expressを合成ツールとして使用することによっ
て、アルテラのプログラマブル・ロジック・デバイス（PLD）をターゲットにすることができま
す。アルテラのツールとシノプシスのFPGA Expressを使用することによって、短時間でデザ
インを作成してアルテラのデバイスに実現することができるため、１日に複数のデザインを作成
することも可能になります。

このテクニカル・ブリーフはFPGA Expressの環境を使用してアルテラのデバイスをターゲッ
トにする方法と、MAX+PLUS IIで使用するEDIFネットリスト・ファイル（.edf）、アサイメ
ント・アンド・コンフィギュレーション・ファイル（.acf）、ライブラリ・マッピング・ファイル
（.lmf）を生成する方法について解説したものです。

図１はPCベースのアルテラのMAX+PLUS II とシノプシスのFPGA Expressをインタフェー
スしたときのフロー・ダイヤグラムです。
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FPGA Expressを使用してデザインを合成し、これをMAX+PLUS II に取り込む方法の詳細
については、アルテラのウェッブ・サイト、http://www.altera.comのMAX+PLUS II Altera
Technical Support（AtlasSM）のページに掲載されているAltera Commitment to Coop-
erative Engineering Solution（ACCESSSM）Key Guidelinesを参照してください。また、
このACCESS Key Guidelinesは、MAX+PLUS II のCD-ROM（バージョン8.2以降）の、
\lit\html\maxkeyのディレクトリにHTMLフォーマットでも提供されています。

FPGA Expressの使用方法

FPGA Expressの環境で、アルテラのデバイスをターゲットにしたEDIFのネットリスト・ファ
イルを下記の手順で生成させます。

1. New（Fileメニュー）を選択して、新しいプロジェクトを選択します。

2. Nameのボックスにプロジェクト名を指定し、Createのボタンを押します。

3. Identify Sourcesのダイアログ・ボックスからソース・ファイルを選択し、Openを選択します。

図１　PCベースのアルテラ／シノプシスFPGA Expressインタフェース
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ここで、ソース・ファイルが解析され、エラーの個所がレポートされます。FPGA
Expressの環境で作業を続ける前に、すべてのエラーを修正し、デザインを改めて解析
しておく必要があります。この場合、エラー・メッセージ上をダブル・クリックするこ
とによって、内蔵されているテキスト・エディタを起動することもできます。

4. Options（Synthesisメニュー）を選択し、Projectのタグをクリックします。ここで、
Default Export Timing Constraints Optionをオンに、またInsert LCELL Buff-
ers, Style WYSIWYGのオプション(FLEX デバイスに対してのみ）をオンに設定す
ることができ、またDefault-FSM Encodingのオプションの中でステート・マシンの
スタイルを選択することができます。設定が完了したら、OKのボタンを選択します。
図２を参照してください。

図２　Optionsのダイアログ・ボックス

Default Export Timing Constraints Optionをオンに設定すると、FPGA Express
からMAX+PLUS II のACFにすべてのタイミング・コンストレインが転送されるよ
うになります。また、 Insert LCELL Buffers, Style WYSIWYGのオプションをオン
に設定すると、FPGA Expressにデザインをデバイス固有のアーキテクチャのロジッ
ク・リソースにマッピングさせ、ACFの合成スタイルがWYSIWYGに指定されます。
Default FSM Encodingのオプションでは、ステート・マシンのエンコーディングの方
法が選択できます。

5.　プロジェクトの中のトップ・レベルのモジュールまたはデザインを選択し、Create
Implementation（Synthesisメニュー）を選択します。ここで、Implementation Name
のボックスに表示されたトップ・レベルのモジュールまたはデザインの名前を確認しま
す。そして、ターゲットとなるアルテラのデバイスをVendor、Family、Device、
Speed Gradeのボックスから選択します。選択が完了したら、OKのボタンを押しま
す。図３を参照してください。

図３　Create Implementationのダイアログ・ボックス
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6. Design Implementationのアイコンをクリックし、Optimize Chip（Synthesisメニュー）
を選択してロジック・リソースへのマッピングを行います。ここで、コンストレインを
修正してデザインの最適化をはかることもできます。図４を参照してください。

7. Design-Optimized のアイコンをクリックし、Export Netlist （Synthesisメニュー）を
選択します。そして、EDIF入力ファイル（.edf）をセーブするフォルダを指定しSave
を選択します。

指定されたフォルダには、EDIFファイルと共に、ACFとLMFもセーブされます。

この状態になれば、EDIFのネットリスト・ファイルをMAX+PLUS II に取り込んでデザ
インをコンパイルすることができます。MAX+PLUS IIの Compilerで、EDIF Netlist
Reader Settingsのダイアログ・ボックス（Interfacesメニュー）からCustomを選択しま
す。ここで、LMF#1がFPGA Expressによって生成されたLMFになっている必要があ
ります。詳細は、MAX+PLUS II のHelp機能を活用して確認してください。

関連資料とサポート

アルテラは、MAX+PLUS II とサード・パーティのデザイン入力用EDAツールとのスムー
ズなインタフェースを確保するために、幅広い関連資料を提供しています。技術的なサポー
トが必要な場合は、日本アルテラの応用技術部または販売代理店へご連絡下さい。また、技
術的なご質問を日本語のE-Mailで japan@altera.comに送付して頂くことも可能です。ア
ルテラ／シノプシスのインタフェースに関する代表的な質問とその回答については、アルテ
ラのウェッブ・サイトに提供されているAtlas Solusionsのページで確認して下さい。

下記の資料にはさらに詳細な情報が提供されています。

■ MAX+PLUS II ACCESS Key Guidelines
■ MAX+PLUS II Programmable Logic Development System & Software Data

Sheet（日本語版刊行予定）
■ EDA Software Support

これらの資料は日本アルテラまたは販売代理店を通じて入手することができ、アルテラの
ウェッブ・サイト、http://www.altera.comからダウンロードすることもできます。

図４　Optimize Chipのダイアログ・ボックス
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